失敗しないメンバーズカード活用法　–　chap-10　　　　　ライトスタッフ　

十．印刷会社に依頼してメンバーズカードを作成する方法

　　初期には「紙カード」が使用される例もありましたが、最近では、プラスチックカードが一般的です。

　　最初に、メンバーズカードの標準的な仕様をご紹介します。

　

　　　　《カード仕様》

　　　　①カードサイズ　・・クレジットカードに準じる大きさ、厚さです。

　　　　②表面には、お店のイメージをアピールするデザインを印刷します。

　　　　　カードは、「お店の顔」とも言われています。

　　　　③大手会社様が発行される場合には会員番号、個人名、有効期限などを浮き出し文字で表示します。

　　　　　◇「浮き出し文字」（エンボス加工）には、銀（もしくは、青・黒・金）の色を付けます。

　　　　④発行枚数が少ない場合や個人の会員管理をされない場合には、個人名等は、表示しません。

　　　　　その代わりに、表面には、会員番号として、「連続番号」を表示します。

　　　　　◆最近は、浮き出し文字でなく、「印刷」で連続番号を表示する例が多くなっています。

　　　　⑤カード裏面には、紛失した場合などの注意事項、もしくはカード利用規定などの内容を印刷します。

　　　　⑥さらに、署名欄を付けます。・・自署でサインをしていただくスペースです。

　　　　⑦裏面は、通常１色印刷で作成します。

　　　　⑧その他必要に応じて、さまざまな加工を加えます。

　　　　　＊磁気テープ　・・もっとも多い加工です。

　　　　　＊バーコード　・・磁気テープと同様、コンピュータに会員データを入力する為のものです。

＊箔押し　　・・　会社のロゴマークなどに、文字通り「箔」をつけるものです。

　　　《カード発注のポイント》

　　　プラスチックカードの発注に際しては、通常の印刷物の手配と異なる点が、ありますので、ご紹介をいたします。

　　　

　　　①カードの全面に単一色を配する場合には、「色に深みのある」シルク印刷で作成することが、一般的です。

　　　　※シルク印刷・・年賀状でおなじみの「プリントごっこ」と同じ印刷方式のものです。

　　　②写真などをカード全面に配する場合には、「色の階調表現に優れた」オフセット印刷で作成いたします。

　　　　※オフセット印刷　・・もっとも多く使用されている印刷方法です。

　　　　　インクジェットプリンタのように４色（版）を使用して印刷します。

　　　③カードデザインによっては、シルク印刷と、オフセット印刷を併用する場合がございます。

　　　④プラスチックカードは、「１ｍ×７０ｃｍ」の大きさの板から印刷加工をします。

　　　　印刷終了後の工程で、表面印刷層、裏面印刷層、表面保護層、裏面保護層の４層を圧着します。

　　　　最終工程で、１枚のカードサイズに断裁され、仕上げられます。

　　　　この為、ご発注単位は、１０００枚が基本となっています。

　　　　※５００枚以下での作成も可能です。

　　　

《メンバーズカードの発行について》

大手の「ビデオレンタルチェーン」様では、「コンビニ」店や「ＧＳ」店などの異業種との共通利用ができる「提携カード」

に取り組んでおれらます。

「ビデオレンタルのメンバーズカード」として、利用頻度の高いカードでさえ、さらにカードの利便性を高めることを企業

戦略の重要な課題としておられます。

　「使い方」によっては、「大きな武器（力）」にもなることを理解しておられる事例でもあります。　

「メンバーズカード」を作って、お渡ししたものの、誰も持ってくれないカードでは、オーナー様の自己満足だけに終わ

ってしまいます。

●魅力のあるカードでないと、淘汰されることになります。


◇「淘汰されないメンバーズカード」をお望みであれば、二つの方法しかありません。

　（一）お店のメンバーズカードを持つことがステータスとなる「魅力のあるお店づくりをめざす」こと。

　　　　ぜひ、おすすめしたいのが、この方法です。

　　　　どの業種の方にも、取り組んでいただけるテーマです。

　　　　御社のメンバーズカードを「持っていることが、自慢になるようなカード」になると良いですね。

　　　　※お店の扱い商品や、品揃え、ディスプレイ、など、感性にアピールできるものであれば、何でも。

　　　　　一つより二つ、二つよりは三つ、少しづつでも魅力を増やしていきましょう。

　　　　　こうしたお店の姿勢がお客様に支持をされれば、きっと人気のお店になれるものと思います。

　　　　　

（二）「病院の診察券」のように、「持参をしないと利用ができないしくみ（会員制）」にする方法

この場合には、病院のようにお客様のカルテ（ご利用履歴）の管理ができるシステムを備えていれば、さらに有効な

運用ができることになります。

※お取り扱いの商品やサービスによっては、当てはまりそうですね。
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